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利用・用途・応用分野

有機液体類（動植物油脂、エステル、ポリオール、エーテル、アルコール、炭化水
素等）の固化。電池での液体成分の固化。

目的・課題 解決ポイント

少量の添加でゲル化できる有機低
分子ゲル化剤の開発。
用途として、例えば有機電解液に
適した高誘電率溶媒をゲル化する
有機低分子ゲル化剤として新規ペル
フルオロアルキル誘導体を有効成分
とする有機液体のゲル化剤の提供を
する。

下式（1）に示すペルフルオロアルキ
ル基を有する芳香族化合物がほとん
どの有機液体を少量の添加でゲル
化できることを見いだした。この化合
物はペルフルオロアルキル－ヒドロ
キシエチレン（オリゴメチレン）オキシ
基を有する２個の芳香族化合物が２
価の炭化水素にエーテル結合した化
合物からなる。

（式中、 基ＣｍＦ２ｍ＋１は、ペルフルオ
ロアルキル基、ｍは、６～１２の自然
数； 基（ＣＨ２）は、メチレン基、ｐはメ
チレン基の数で、０又は１～４の自然
数； 基Ｚは、イオウ原子、又は、酸素
原子； 基Ａｒは、置換もしくは無置換
の核原子数５～３０の２価の芳香族
基； 基Oは、酸素原子； 基Ｒは、飽
和もしくは不飽和の炭素数２～２０の
２価の炭化水素基である）。

研究概要・アピールポイント
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本ゲル化剤は、ゲル化できる有機液
体の種類が多い。
また少量の添加で有機液体をゲル
化することができる。
有機電解液に適した高誘電率溶媒
もゲル化できる。

本発明のゲル化剤により高誘電率
溶媒をゲル化して生成したゲルは、
ゲル化剤の濃度が低いので、電解
質ゲルとして使用したとき、有機電解
液の含有量を高めることができる。
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